






























水生生物による水質の簡易調査「平成２４年度実施結果」 ●：特に多く確認された（２点）、○：確認された（１点）
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水質階級

千代川 1 用瀬 鳥取市用瀬町用瀬（雛橋下流） 7月20日 鳥取市立用瀬小学校 33 Ⅰ ○ ○ ● ● ○ ○ 7 1 0 0 Ⅰ Ⅰ

千代川 2 佐貫
鳥取市河原町佐貫（県道本鹿・高福線佐貫橋下
流）

9月24日 鳥取市立散岐小学校 9 Ⅰ ● ○ ○ ○ ● ○ 4 3 0 1 Ⅰ Ⅰ

千代川 3 袋河原
鳥取市河原町袋河原（県道河原・郡家線出会橋
直上流）

7月2日 鳥取市立河原第一小学校 37 Ⅰ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 6 2 1 0 Ⅰ Ⅰ

千代川 4 源太
鳥取市源太（県道猪ノ子・国安線源太橋直上
流）

8月29日 Ⅰ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 3 1 0 Ⅰ Ⅰ

千代川 5 行徳
鳥取市古市（県道鳥取・鹿野・倉吉線千代大橋
直上流）

8月30日 Ⅱ ○ ○ ● ● ○ 2 4 1 0 Ⅱ Ⅱ

八東川 6 片山
鳥取市河原町今在家（市道徳吉・片山線今在家
橋上流）

8月22日 直営 － Ⅰ ○ ○ ● 2 2 0 0 Ⅰ Ⅰ

袋川 7 町屋 鳥取市国府町町屋（市道庁１号線国府橋上流） 7月13日 鳥取市立宮ノ下小学校 35 Ⅰ ○ ○ ○ ● ● ○ 5 3 0 0 Ⅰ Ⅱ

袋川 8 大杙 鳥取市大杙（市道大杙橋線大杙橋下流） 8月22日 直営 － Ⅱ ○ ○ ● ○ 1 4 0 0 Ⅱ Ⅱ

天神川 1 竹田橋　上流 鳥取県倉吉市竹田橋 8月9日 倉吉東学童クラブ　1・2年生 32 Ⅰ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 5 3 1 0 Ⅰ Ⅰ

天神川 2 小田橋　橋下 鳥取県倉吉市小田橋 9月13日 河北小学校　3年生 67 Ⅰ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 8 5 1 0 Ⅰ Ⅰ

小鴨川 3 松河原大橋　橋下 鳥取県倉吉市　松河原大橋 9月24日 関金小学校　4年生 28 Ⅰ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 4 3 1 Ⅰ ー

小鴨川 4 関金水辺の楽校 倉吉市関金町関金宿地先（佐野大橋右岸側下流） 8月3日 鴨川中学校1年生、2年生 4 Ⅰ ○ ● ● ○ ○ 6 0 1 0 Ⅰ Ⅰ

小鴨川 5 下大江親水護岸 鳥取県倉吉市下大江 10月10日 直営 － Ⅰ ● ● ○ 5 0 0 0 Ⅰ ー

国府川 6 高城水辺の楽校 倉吉市上福田地先（上福田橋左岸側下流） 7月6日 高城小学校　4年生 10 Ⅰ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 2 4 0 Ⅰ Ⅰ

国府川 7 福光橋　下流 福光水位観測所付近 9月18日 社小学校　5年生 53 Ⅰ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 3 5 1 Ⅰ ー

小鴨川 出口橋　橋下～下流 鳥取県倉吉市金森町地先 8月28日 明倫小学校　5年生 27 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 8 2 3 0 Ⅰ Ⅰ

小鴨川 出口橋　橋下～下流 鳥取県倉吉市金森町地先 9月19日 倉吉農業高等学校　3年生 11 ● ○ ● ○ ○ 6 0 1 0 Ⅰ Ⅰ

小鴨川 出口橋　橋下～下流 鳥取県倉吉市金森町地先 9月10日 成徳小学校　4年生 19 ● ○ ○ 2 2 0 0 Ⅰ Ⅰ

三徳川 大瀬水辺の楽校 東伯郡三朝町大瀬地先（加茂橋右岸側上流） 8月8日 三朝中学校　1・2年生 13 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 5 2 3 1 Ⅰ Ⅰ

三徳川 大瀬水辺の楽校 東伯郡三朝町大瀬地先（加茂橋右岸側上流） 7月26日 三朝西小学校　5・6年生 14 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 5 3 1 1 Ⅰ Ⅰ

日野川 1 車尾堰 鳥取県米子市上福原地先 8月2日 米子市こどもエコクラブ 20 Ⅰ ● ● ○ ○ ○ 4 3 0 0 Ⅰ Ⅰ

日野川 2 伯耆橋 鳥取県西伯郡伯耆町吉定地先 7月26日 岸本小学校 44 Ⅰ ● ○ ● ○ ○ ● ○ 6 4 0 0 Ⅰ Ⅰ

日野川 3 鬼守橋 鳥取県西伯郡伯耆町溝口地先 7月30日 溝口小学校 16 Ⅰ ○ ● ○ ○ ● 5 2 0 0 Ⅰ Ⅰ

法勝寺川 4 五ヶ堰下流 鳥取県西伯郡南部町馬場地先 7月31日 法勝寺中学校 4 Ⅰ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 8 4 2 1 Ⅰ Ⅰ

秋原川 5 日南湖湖畔 鳥取県日野郡日南町中原地先 8月23日 直営 － Ⅰ ○ ○ ○ ● ● ○ 7 1 0 0 Ⅰ Ⅰ

神戸川 1 志津見ダム上流 飯石郡飯南町八神 8月8日 志々小学校 29 Ⅱ ○ ● ○ ● 1 5 0 0 Ⅱ ー

神戸川 馬木大橋 出雲市馬木町馬木 8月31日 神戸川小学校 102 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 5 4 0 1 Ⅰ Ⅱ

神戸川 馬木大橋 出雲市馬木町馬木 10月3日 来島小学校・赤名小学校 23 ○ ○ ● ○ ● 4 3 0 0 Ⅰ Ⅱ

亀嵩川 3 公民館付近前田橋下流 奥出雲町　亀嵩 8月9日 亀嵩公民館 24 Ⅰ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 5 5 1 0 Ⅰ ー

神戸川 4 朝山小付近 出雲市所原町 9月28日 朝山小学校 27 Ⅰ ○ ● ● ○ 3 3 0 0 Ⅰ Ⅰ

五右衛門川 5 西野小付近太才南橋下 出雲市斐川町西野 9月20日 西野小学校 32 Ⅱ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 0 5 3 3 Ⅱ ー

朝酌川 6 虫野神社付近 松江市福原町 10月2日 朝酌小学校 18 Ⅰ ○ ○ ● ● ○ ○ 6 1 1 0 Ⅰ Ⅰ

小竹川 7 赤屋小付近 安来市伯太町赤屋 10月4日 井尻小学校 17 Ⅰ ● ○ ○ ● ○ 4 2 1 0 Ⅰ ー

玉湯川 8 大谷小付近 松江市玉湯町大谷 10月25日 大谷小学校 12 Ⅰ ● ○ ● ○ 3 2 1 0 Ⅰ ー

飯梨川 9 赤江小付近飯梨橋下 安来市赤江町 10月31日 赤江小学校 48 Ⅱ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 3 5 2 2 Ⅱ ー

斐伊川 10 温泉小学校上 雲南市木次町平田 11月30日 直営 － Ⅱ ● ● 0 4 0 0 Ⅱ ー

三刀屋川 11 三刀屋大橋付近 雲南市三刀屋町三刀屋 11月30日 直営 － Ⅰ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 6 6 0 1 Ⅰ ー

宍道湖 12 なぎさ公園 出雲市斐川町　中洲 11月30日 直営 － Ⅱ ● ● ● ○ 0 4 2 1 Ⅱ ー

匹見川 1 横田 益田市神田町神田（横田橋上流左岸） 9月6日 西益田小学校 18 Ⅰ ● ○ ○ ○ ● ○ 5 3 0 0 Ⅰ Ⅰ

高津川 2 神田 益田市向横田町大滝（神田大橋上流左岸） 9月6日 西益田小学校 19 Ⅰ ○ ○ ● ○ ● ○ 4 3 1 0 Ⅰ Ⅰ

高津川 3 虫追
益田市向安富町川成（西益田大橋上流安富
橋付近右岸）

8月6日 高津中学校 25 Ⅰ ● ○ ○ ● ○ ○ 4 4 0 0 Ⅰ Ⅱ

江の川 1 都賀本郷 邑智郡美郷町長藤（道の駅グリーンロード大和付近） 7月30日 大和中学校 12 Ⅱ ○ ○ ● ● ○ 2 4 1 0 Ⅱ Ⅱ

江の川 2 粕淵 邑智郡美郷町浜原（浜原大橋下流右岸） 6月28日 邑智中学校 23 Ⅰ ○ ○ ● ○ ○ ● 5 3 0 0 Ⅰ Ⅱ

江の川 3 川本 邑智郡川本町上三島 9月14日 川本中学校 21 Ⅱ ○ ○ ○ ● ● ○ 3 5 0 0 Ⅱ ー

江の川 川戸 江津市桜江町川戸（桜江大橋上流左岸） 6月29日 桜江小学校 24 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 4 5 1 0 Ⅱ Ⅱ

江の川 川戸 江津市桜江町川戸（桜江大橋上流左岸） 7月2日 桜江中学校 18 ● ● 0 4 0 0 Ⅱ Ⅱ

江の川 5 市村 江津市松川町市村（松川橋下流右岸） 6月26日 郷田小学校 44 Ⅰ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 6 6 2 0 Ⅰ Ⅱ

上下川 1 高橋上流 広島県三次市甲奴町梶田 6月29日 三次市立甲奴小学校 23 Ⅰ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 4 1 1 Ⅰ Ⅱ

戸張川 2 和田橋上流 広島県三次市吉舎町丸田 7月19日 三次市立八幡小学校 9 Ⅱ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 3 6 1 0 Ⅱ Ⅱ

馬洗川 3 久松橋上流 広島県三次市三良坂町三良坂 6月27日 三次市立三良坂小学校 19 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 2 6 1 1 Ⅱ ー

美波羅川 4 大滝橋下流 広島県三次市大田幸町 9月13日 三次市立田幸小学校 13 Ⅱ ○ ● ● ○ 1 4 1 0 Ⅱ Ⅱ

馬洗川 5 八次河川敷 広島県三次市畠敷町 7月17日 三次市立八次小学校 88 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 5 7 1 2 Ⅱ Ⅱ

馬洗川 6 十日市親水公園 広島県三次市十日市町 6月26日 三次市立十日市小学校 121 Ⅱ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 5 4 2 Ⅱ Ⅱ

江の川 7 桂水辺の楽校 広島県安芸高田市吉田町桂 7月11日 安芸高田市立郷野小学校 10 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 3 6 0 0 Ⅱ Ⅱ

江の川 8 可愛橋下流 広島県安芸高田市吉田町川本 10月2日 安芸高田市立可愛小学校 29 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 3 6 1 1 Ⅱ Ⅱ

大土川 9 小田東小学校裏 広島県安芸高田市甲田町高田原 9月12日 安芸高田市立小田東小学校 12 Ⅱ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 3 5 1 0 Ⅱ ー

小似川 10 原田橋下流 広島県三次市青河町 7月2日 三次市立青河小学校 5 Ⅰ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 6 4 0 0 Ⅰ Ⅱ

江の川 11 祝橋下流 広島県三次市粟屋町 9月6日 三次市立三次小学校 48 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 5 7 2 0 Ⅱ Ⅱ

高梁川 1 湛井堰 岡山県総社市橋本地先 7月20日 総社市立総社西中学校 18 Ⅱ ● ○ ● ● ○ 3 4 1 0 Ⅱ Ⅱ

高梁川 2 川辺橋 岡山県倉敷市真備町川辺地先 7月24日 倉敷市立真備東中学校 16 Ⅱ ○ ○ ● ● ○ ○ 2 4 2 0 Ⅱ Ⅱ

高梁川 3 酒津 岡山県倉敷市酒津地先 7月17日 直営 － Ⅱ ○ ● 1 2 0 0 Ⅱ Ⅱ

小田川 4 福松橋 岡山県倉敷市真備町松尾地先 7月17日 直営 － Ⅱ ○ ● ● 0 3 2 0 Ⅱ Ⅱ

吉井川 1 和気橋 岡山県和気郡和気町田原下地先 8月1日 和気町立和気中学校 14 Ⅱ ○ ○ ● ● 1 5 0 0 Ⅱ Ⅱ

吉井川 2 熊山橋 岡山県赤磐市千躰地先 7月31日 赤磐市立磐梨中学校 9 Ⅱ ○ ○ ● ● 1 3 2 0 Ⅱ Ⅱ

吉井川 3 弓削橋 岡山県岡山市瀬戸町二日市地先 7月19日 直営 － Ⅱ ● ○ ● 2 3 0 0 Ⅱ Ⅱ

吉井川 4 備前大橋 岡山県瀬戸内市長船町福岡地先 7月19日 直営 － Ⅱ ○ ● ○ ● 1 5 0 0 Ⅱ Ⅱ

金剛川 5 宮橋 岡山県和気郡和気町尺所地先 7月9日 和気町立本荘小学校 46 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 4 7 2 0 Ⅱ Ⅱ

旭川 1 新大原橋 岡山県岡山市牟佐地先 7月25日 岡山市立高島中学校 9 Ⅱ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 6 7 0 0 Ⅱ Ⅱ

旭川 2 三野 岡山県岡山市三野地先 7月19日 直営 － Ⅱ ○ ○ ○ ● ● 3 4 0 0 Ⅱ Ⅱ

芦田川 1 大井手頭首工 府中市久佐町地先 8月21日
福山市立中央中学校

福岡大学
4 Ⅱ ● ● 0 4 0 0 Ⅱ Ⅱ

芦田川 2 府中新橋 府中市土生町地先 8月10日 めだかの学校 25 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 8 3 0 Ⅱ Ⅱ

芦田川 3 山手橋 福山市山手町地先 8月4日 盈進中学高等学校 17 Ⅱ ○ ● ● ● ○ 1 4 2 1 Ⅱ Ⅱ

高屋川 4 白鷺橋 福山市神辺町川南地先 9月5日 直営 － Ⅲ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 0 1 6 2 Ⅲ Ⅲ

太田川 1 柴木川下流
広島県山県郡安芸太田町吉和郷 (ＪＲ可部線 戸
河内駅 上流)

7月19日 安芸太田町立戸河内中学校 18 Ⅰ ● ○ ● 3 2 0 0 Ⅰ Ⅰ

太田川 2 新轟橋
広島県山県郡安芸太田町上殿 (中国縦貫道 戸河
内I.C付近)

7月18日
安芸太田町立殿賀小学校
安芸太田町立上殿小学校

7 Ⅰ ● ● ● 6 0 0 0 Ⅰ Ⅰ

太田川 3 加計
広島県山県郡安芸太田町加計見入ケ崎 (丁川合
流点 下流付近)

9月21日 広島県立加計高等学校 40 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 4 6 0 1 Ⅱ Ⅰ

太田川 4 高山川下流
広島市安佐北区安佐町小河内沖原 (ＪＲ可部線
小河内駅 上流 高山川合流点付近)

8月9日 直営 － Ⅰ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 6 3 0 0 Ⅰ Ⅰ

太田川 5 壬辰橋
広島県安佐北区安佐町毛木沖田 (ＪＲ可部線
毛木駅付近)

8月7日 広島市立清和中学校 19 Ⅰ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 6 5 0 0 Ⅰ Ⅱ

太田川 6 太田川橋
広島県安佐南区佐東町八木細野土手外
(国道54号太田川橋上流右岸)

8月1日 広島県立可部高等学校 20 Ⅰ ● ● ● ○ 4 3 0 0 Ⅰ Ⅰ

太田川 7 安佐大橋
広島県安佐南区川内４丁目 (安佐大橋　上流
左岸)

9月4日 広島県立祗園北高等学校 18 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 2 5 2 0 Ⅱ Ⅰ

根谷川 8 新川橋 広島市安佐北区中島 (可部発電所　上流) 8月1日 広島市立清和中学校 19 Ⅰ ○ ○ ○ ● ● 3 2 2 0 Ⅰ Ⅱ

三篠川 9 深川橋 広島県安佐北区深川２丁目 (深川橋　下流) 7月23日 直営 － Ⅱ ○ ○ ● ● ○ ● 4 5 0 0 Ⅱ Ⅱ

古川 10 第一古川
広島県安佐南区緑井６丁目 (第二古川との合流
点　上流)

8月30日 直営 － Ⅱ ○ ● 1 2 0 0 Ⅱ Ⅱ

古川 11 第二古川
広島県安佐南区緑井６丁目 (第一古川との合流
点　上流)

8月30日 直営 － Ⅱ ● ○ 0 2 1 0 Ⅱ Ⅱ

古川 12 大下
広島県安佐南区緑井１丁目 (山陽自動車道横過
地点　直下流)

8月2日 19 Ⅱ ○ ○ ● ● ○ ○ 1 5 2 0 Ⅱ Ⅱ

古川 13 神田橋
広島県安佐南区中筋１丁目 (安川との合流点付
近)

8月2日 19 Ⅱ ○ ○ ○ ● ● 2 3 2 0 Ⅱ Ⅱ

古川 14 松原橋 広島県安佐南区中筋１丁目 (松原橋　上流) 8月2日 19 Ⅰ ● ● 2 0 2 0 Ⅰ Ⅱ

小瀬川 小川津
山口県岩国市小川津 (ＪＲ山陽新幹線橋梁上
流、小川津下流)

9月7日 大竹市立穂仁原小学校 8 ● ○ ○ ● 3 3 0 0 Ⅰ Ⅱ

小瀬川 小川津
山口県岩国市小川津 (ＪＲ山陽新幹線橋梁上
流、小川津下流)

8月3日 大竹理科部会 8 ○ ○ ● ○ ● ● 5 4 0 0 Ⅰ Ⅰ

小瀬川 2 御堂原 広島県大竹市穂仁原 (乙瀬橋付近) 9月7日 8 Ⅰ ○ ● ○ ○ ● 4 3 0 0 Ⅰ Ⅰ

小瀬川 3 両国橋 広島県大竹市木野 (両国橋　下流) 9月7日 8 Ⅰ ○ ● ● 5 0 0 0 Ⅰ Ⅰ

佐波川 1 堀 山口市徳地堀(出雲合橋上流右岸) 7月26日 直営 － Ⅰ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ 6 3 0 0 Ⅰ Ⅰ

佐波川 2 漆尾 山口市徳地伊賀地(尾蔵堰下流右岸) 7月26日 直営 － Ⅰ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 5 2 0 1 Ⅰ Ⅰ

佐波川 3 小野水辺の楽校 防府市奈美 8月23日
小野水辺の楽校空間利用を考える

会
32 Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 5 4 1 0 Ⅰ ー

佐波川 新橋 防府市上右田(本橋上流右岸) 7月25日
防府市立右田中学校
 　〃 　桑山中学校
 　〃 　国府中学校

50 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 6 5 0 0 Ⅰ Ⅱ

佐波川 新橋 防府市上右田(本橋上流右岸) 7月27日 佐波川に学ぶ会 40 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 5 6 0 1 Ⅱ Ⅱ

佐波川 新橋 防府市上右田(本橋上流右岸) 9月28日 防府市立華城小学校5年生 136 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 4 6 0 2 Ⅱ Ⅱ

佐波川 新橋 防府市上右田(本橋上流右岸) 10月7日 防府市青少年科学館ソラール 25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 6 6 0 0 Ⅰ Ⅱ

大竹市立穂仁原小学校

広島市立東原中学校

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

千代川

天神川

日野川

斐伊川

とても（大変）き
たない水きれいな水 ややきれいな（少しきたない）水 きたない水

鳥取大学附属小学校 74

江の川

江の川

1

芦田川

太田川

小瀬川

佐波川

8

9

4

2

4

高津川

高梁川

吉井川

旭川

上段に合計値で●○を記入してください。 上段に合計値で●○を記入してください。 上段に合計値で●○を記入してください。  上段に合計値で●○を記入してください。 上段に合計値で●○を記入してください。 上段に合計値で●○を記入してください。 
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（環境省同時発表） 

 

平 成 2５ 年 6 月 １ １ 日 (火 ) 

水管理・国土保全局河川環境課 

 

 

 

平成 2４年度全国水生生物調査の結果及び 

平成 2５年度の調査の実施について（お知らせ） 

 

 

○水生生物を指標として河川の水質を総合的に評価するため、また環境問題への関心

を高めるため、環境省と国土交通省では、一般市民等の参加を得て全国水生生物調

査を実施しています。 

○平成 2４年度の全国水生生物調査は約 62,000 人の参加を得て行われ、夏休み期間

を中心として、多くの学校（小中学校等：約 40,000 人）や、市民団体等（市民団

体・子供会・観察会等：約 19,000 人）から参加が得られました。平成 23 年度は

東日本大震災の影響による参加者の減少が見られましたが、平成 24 年度は被災地

を含め参加者が増加しました。 

○全国の調査地点 2,432 地点のうち、全体の 59%の地点でサワガニやカワゲラ類等

の指標生物の生息が確認され、「きれいな水」と判定されました。 

○本年度も調査を実施しますので、是非御参加下さい。 

 

 
 
 

 

 

 

 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 

課長補佐  三宅 洋 （内線 35-443） 

係  長   大嶋 恭子（内線 35-482） 

TEL 03-5253-8111（代表）、03-5253-8447（直通） 

FAX 03-5253-1603 

 

 環境省 水・大気環境局 水環境課 

   課  長   宮崎 正信（内線 6610） 

   課長補佐   佐藤 克子（内線 6612） 

   担  当   山本・照井（内線 6622） 

TEL  03-3581-3351（代表）、03-5521-8314（直通） 

FAX 03-3593-1438 



１．全国水生生物調査とは 

  

河川に生息するサワガニ、カワゲラ類等の水生生物の生息状況は、水質汚濁の影響を反

映することから、それらの水生生物を指標として水質を判定することができます。このよ

うな調査は、一般の人にもわかりやすく、高価な機材等を要しないことから誰でも簡単に

参加できるという利点があります。また、調査を通じて身近な自然に接することにより、

環境問題への関心を高める良い機会となるため、環境省と国土交通省では、昭和 59 年度

から全国水生生物調査を実施しています。 

 

２．平成 2４年度調査結果の概要 

 

(1)調査方法   

本調査では、河川に生息する水生生物のうち、[1]全国各地に広く分布し、[2]分類が

容易で、[3]水質に係る指標性が高い、２９種を指標生物としました。 

河川で水生生物を採集し指標生物の同定・分類を行い、地点ごとに、I（きれいな水）、

II（ややきれいな水）、III（きたない水）、IV（とてもきたない水）の４階級で水質の状況

を判定しました。 

 

(2)調査結果 

 〇参加者数 

  平成 24 年度の参加者は 61,818 人（前年度 55,772 人）でした。平成 23 年度は

東日本大震災の影響による参加者の減少が見られましたが、平成 24 年度は参加者が増

加しました。 

 
 参加者数 参加団体数 調査地点数 

合計 61,818 人 1,587 団体 2,432 地点 
一級河川※１ 15,621 人  437 団体 505 地点 
その他の河川※２ 46,197 人 1,150 団体 1,927 地点 

※１：一級河川大臣管理区間 ※２：一級河川都道府県管理区間及び二級河川等（※１以外） 

 

  〇水質判定結果 

  平成 24 年度は、全調査地点の 59％の地点で「きれいな水」と判定され、前年度（55%）

と同様の状況でした。 
  合計 一級河川 その他の河川 

I きれいな水 59％ 66％ 58％ 
II ややきれいな水 28％ 29％ 28％ 
III きたない水 7％ 4％ 8％ 
IV とてもきたない水 3％ 0％ 4％ 
 判定不能 2％ 1％ 3％ 

※四捨五入による端数処理のため内数の合計が１００％にならないことがあります。 

 



３．平成 2５年度調査の実施について 

 

平成 2５年度も、平成 2４年度に引き続き、全国水生生物調査を実施します。 

また、平成 23 年度に、川の水のよごれ（水質ランク）をより判別しやすくすること

を目的として、指標生物の見直しを行いました。平成 24 年度は更新期間のため、下表

の旧、更新のいずれかの指標生物で調査を行いましたが、平成 25 年度より、更新の指

標生物にて調査します。 

※「ややきれいな水」、「とてもきたない水」はそれぞれ旧指標における「少しきたな

い水」、「大変きたない水」です。 
 
（参考）水質階級と指標生物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

・各都道府県の環境部局 

https://www2.env.go.jp/water-pub/mizu-site/mizu/suisei/etsuran/list_pref.html 

・各地方整備局等の窓口（一級河川直轄管理区間） 

http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kankyo/kankyou/suisitu/toiawase.html 



参加者数の多い都道府県

1 愛知 6,192 1,284

2 岐阜 5,851 134

3 岩手 5,475 152

4 静岡 3,494 544

5 三重 3,148 882

順位 都道府県名
うち

一級河川
参加人数

１．参加人数及び参加団体数
 
　平成24年度の参加人数は61,818人であった。

　うち、一級河川※１は15,621人であり、その他の河川※２

は46,197人であった。また、参加団体数は1,587団体
で、うち一級河川は437団体であった。
　参加団体別の参加人数は小学校での参加が最も多く、
次いで各種団体、観察会の順番であった。
　都道府県別の参加者数では愛知県が最も多く、次いで
岐阜県、岩手県の順番であった。なお、一級河川では
北海道が最も多く、1,569人であった。
　※１一級河川大臣管理区間（以下「一級河川」と言う）

　　※2一級河川都道府県管理区間及び二級河川等※１以外の河川（以下「その他の河川」と言う）
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図ｰ1　参加人数の推移

図ｰ3　参加人数の団体種類別構成比

図ｰ2　参加団体数の推移

※四捨五入による端数処理のため内数の合計が100%にならないことがある。
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３．地域別水質階級構成（地域別の水質の状況）
　
　本調査は、調査地点を参加者が任意に選定するため、我が国の河川の状況を正確に代表したもの
ではない。しかし、多数の地点で調査されているため、全国の水質の状況を概括的に知ることがで
きると考えられる。
　平成24年度は、全国で水質階級Ⅰ（きれいな水）と判定された地点が59%、Ⅱ（ややきれいな
水）が28%、Ⅲ（きたない水）が7%、Ⅳ（とてもきたない水）が3％であった。
　Ⅰ（きれいな水）の割合でみると近畿、中国、中国、関東地方は50%以下であったが、北海道は
80%以上の高い値であった。各地方の一級河川とその他の河川のⅠ（きれいな水）の構成比は全般
に似通った値であるが、近畿地方はその他の河川の方がⅠ（きれいな水）の構成比が高く、東北、
関東、北陸、中部、中国、四国地方等では逆に一級河川の方が高いなど地域による差も生じてい
る。

水質階級構成（合計）
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図ｰ５　地域別水質階級構成比

２．調査地点数
　
　調査地点数は2,432地
点であった。
　内訳は、一級河川は
505地点、その他の河川
は1,927地点であった。

図ｰ４　調査地点数の推移

※判定不能の数値ラベルは図中に表示していない。
   四捨五入による端数処理のため内数の合計が100%にならないことがある。
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４．水質階級構成比の年次推移

　全国の全調査地点の水質階級構成比を図６に示した。
　平成１１年度をピークに、Ⅰ（きれいな水）と判定された地点の割合は減少傾向にあったが、
平成14年度以降は55～60%前後でほぼ横這いとなっている。本年度は、Ⅰ（きれいな水）と
判定された地点の割合が昨年に比べ増加し、4ポイント高い59％となった。
　なお、年次ごとの調査地点については相違しており、必ずしも同地点を比較したものではな
い。

14

19

15

10

6

9

76

75

76

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他の河川

一級河川

合計

改善 悪化 変化無し

５．前年度（H23）との比較

　前年度と同じ地点で調査された
1,155地点について比較すると、
15%の地点が改善、9%の地点が
悪化、76%の地点が同じ水質階
級であった。
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図ｰ６　水質階級構成比の年次推移

図ｰ７　同一調査地点での昨年度との比較

※１判定不能地点の扱い及び四捨五入による端数処理のため内数の合計が100%にならないことがある。
※2平成12年度から調査手法を変更しているため、平成12年度と平成11年度以前との厳密な比較はできない。

※四捨五入による端数処理のため内数の合計が100%にならないことがある。



全国水生生物調査の概要
川の中には様々な生きものが住んでいますが、特に川底に住んでいる生きものは、過去から調査時点までの長

い時間の水質の状況を反映したものであり、どのような生きものが住んでいるかを調べることにより、その地点の
水質の程度を知ることができます。この調査は、適切な指導のもとの、小学生、中学生、高校生、一般の人々のだ
れもが簡単にできるようになっています。

利根川水系鬼怒川（H17.7.11)

十勝川水系十勝川（H17.9.5)

本調査では、河川に生息する水生生物のうち、①全国各地に
広く分布し、②分類が容易で、③水質に係る指標性が高い、
30種を指標生物としています。

河川で水生生物を採集し指標生物の同定・分類を行い、地点
毎に、Ⅰ（きれいな水）、Ⅱ（ややきれいな水）、Ⅲ（きたない
水）、Ⅳ（とてもきたない水）の４階級で水質の状況を判定して
います。

調査方法 水質階級と指標生物

【参考１】

ナミウズムシ サワガニ カワニナ類 コオニヤンマ

ヒラタカゲロウ類 カワゲラ類 コガタシマトビケラ類 オオシマトビケラ

ヘビトンボ ナガレトビケラ類 ヒラタドロムシ類 ゲンジボタル

ヤマトビケラ類 ブユ類 ○ ヤマトシジミ ○ イシマキガイ

アミカ類 ヨコエビ類

タニシ類 シマイシビル サカマキガイ エラミミズ

ミズムシ ミズカマキリ アメリカザリガニ ユスリカ類

○ ニホンドロソコエビ ○ イソコツブムシ類 チョウバエ類

ヒゲナガカワトビケラ類 ニンギョウトビケラ類

タニガワカゲロウ類 チラカゲロウ

Ⅰ,Ⅱ両方で見られる水生生物（指標生物ではない）

きれいな水（Ⅰ）の指標生物 ややきれいな水（Ⅱ）の指標生物

きたない水（Ⅲ）の指標生物 とてもきたない水（Ⅳ）の指標生物

注）○は海水の少し混ざっている汽水域
キス イイキ

の生物 



平成24年度 全国水生生物調査（一級河川）の状況 【参考２】

全国水生生物調査（一級河川） 主な地点の調査結果

平成24年度一級河川の全国水生生物調査では、夏休み期間を中心に、小中学校や市民団体等437団体、
15,621人の多数の参加を頂き、505箇所の調査地点数となりました。参加者数の多い都道府県は、北海道、愛知

県、兵庫県等でした。

石狩川水系豊平川（H24.7.23）

利根川水系神流川（H24.7.27）

山国川水系跡田川(H24.9.14）
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